
高畑ら：「九育観�号」・「九育観�」の育成

�．緒　　言

　カンショは，一般には青果用，澱粉原料用および

焼酎やその他の食品加工用途として栽培されること

がほとんどである。一方，カンショの地上部特性に

目を転じると，ユニークな葉形・葉色や露地開花性

を有する品種・系統があり，既に平成 9年には「花

らんまん」および「スイートライン」の 2品種が品

種登録され，一部の地域において市販されている。

これら2品種以外にも，初夏から盛夏期にかけて旺盛

な生育を示すカンショの特性を活かした観賞用品種

がいくつか販売されている。なかでも，黄緑～黄色

の大きめの葉を持ち草勢や分枝性も良い品種は，夏

季に旺盛な生育を示す他の園芸草花類が比較的少な

いこともあり，近年のガーデニングブームを反映し

て毎年の定番商品として消費が定着している。ガー

デニングが一時的なブームを超えて国民生活に密着

するにしたがって新たな品種の出現が求められてき

ているところであるが，このような用途で利用でき

るカンショ品種は色彩・形状などの外観形質が限定

されており，観賞用品種のラインナップを充実する

ことは難しかった。そこで，草勢等の特性は従来と

同様で全く異なる葉色を持つ品種を育成すべく選抜

を行ってきたところ，葉色が濃紫で心臓型の葉形を

持つ「九育観 1号」および葉色が濃紫で複欠刻の葉

形を持つ「九育観 2」を開発することができた。以下

にその来歴と特徴を報告する。

　なお，「九育観 1号」は 2004 年から，「九育観 2」

は 2006 年から，それぞれの商品名にて日本国内で市

販されている。また，「九育観 1号」については，イ

スラエルおよび EUでの，「九育観 2」については米

国およびカナダでの外国出願もなされており，これ
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要　　　　旨

　「九育観 1号」は，地上部の紫色の着色程度が高い「99US-OR」を母，保存遺伝資源系統のうち地
上部の着色程度が比較的高い 10 品種・系統の混合花粉を父とする交配組合せから選抜したカンショ
新品種であり，「九育観 2」は，「99US-OR」を母，保存遺伝資源・育成系統のうち地上部の着色程度
が高い 6品種・系統の混合花粉を父とする交配組合せから選抜したカンショ新品種である。両品種
とも，地上部全体が濃い紫色を呈し，葉形は「九育観 1号」が心臓形，「九育観 2」が複欠刻である。
「九育観 1号」の葉色の色彩値は，「コガネセンガン」や「花らんまん」と比べて L* 値および b* 値
が低く，a* 値は高い。葉色の紫色の程度は極めて高く，「九育観 2」のそれもほぼ同等である。「九
育観 1号」，「九育観 2」ともに葉身の紫色素成分はアントシアニンである。アントシアニン含量を示
す抽出液の色価は「コガネセンガン」や「花らんまん」より極めて高く，アントシアニン色素組成
は，「アヤムラサキ」塊根のそれとは異なる。両品種ともそれぞれの商品名にて日本国内で市販され
ている。
　キーワード：カンショ，サツマイモ，観賞用，アントシアニン。



ら諸国においても市販が予定されている。

　本稿を取りまとめるにあたり，九州沖縄農業研究

センターの杉本明研究管理監，澤村宣志研究管理監

および吉元誠機能性利用研究チーム長の校閲を受け

た。また，両品種の育種試験を遂行するにあたり，

業務第3科職員および遺伝資源利用研究室（現遺伝資

源・加工利用研究グループ）の契約職員が圃場作業

および調査に従事した。ここに心から厚く御礼申し

上げる。なお，両品種の育成に従事した研究職員に

ついては付表 1および 2の通りである。

�．来歴並びに育成経過

　「九育観 1号」は，茎葉部の紫色程度が高い「99US-

OR」を母，保存遺伝資源系統のうち茎葉部の紫色程

度が比較的高い 10 品種・系統の混合花粉を父とする

交配組合せ（交配番号 99211）から選抜した品種であ

る（第 1図）。交配および採種は 1999 年に九州農業

試験場畑地利用部甘しょ育種研究室で実施し，翌

2000 年は同部遺伝資源利用研究室並びにサントリー

フラワーズ株式会社において，2001 年以降は農業技

術研究機構九州沖縄農業研究センター畑作研究部遺

伝資源利用研究室，サツマイモ育種研究室並びにサ

ントリーフラワーズ株式会社で選抜・育成を行った

（第 1表）。2000 年の実生個体選抜試験で茎葉の 

紫色が濃く生育性も優れていた個体を選抜し，

「KOP99211-1」の系統番号を付した。以後 2001 ～

2003 年九州沖縄農業研究センターおよびサントリー

フラワーズ株式会社にて系統選抜試験を実施して諸

特性を検討したところ，茎葉部の紫色が極めて濃く，

心臓形の葉形で地上部の生育が優れる結果が得られ

たので，2004 年 4 月に品種登録出願した。その後

「九育観 1号」への名称変更を経て，2006 年 8 月に

第 14407 号として品種登録された。

　「九育観 2」は，茎葉部の紫色程度が高い「99US-OR」

を母，保存遺伝資源・育成系統のうち茎葉部の紫色

程度が高い6品種・系統の混合花粉を父とする交配組

合せ（交配番号 0109）から選抜した品種である（第

2図）。交配および採種は 2001 年に農業技術研究機構

九州沖縄農業研究センター畑作研究部遺伝資源利用

研究室で実施し，同年に同研究室並びにサントリー

フラワーズ株式会社が共同して実生選抜，翌 2002 年

以降は農業・生物系特定産業技術研究機構九州沖縄

農業研究センター畑作研究部遺伝資源利用研究室，

サツマイモ育種研究室並びにサントリーフラワーズ

株式会社で第 2表に示す経過で選抜・育成を行った。

2001 年に実生個体選抜試験で茎葉の紫色が濃く生育

性に優れていた個体を選抜し，「KOP0109-1」の系統

番号を付した。以後 2002 ～ 2003 年九州沖縄農業研

究センターおよびサントリーフラワーズ株式会社に

て系統選抜予備試験および系統選抜試験を実施して

諸特性を検討したところ，茎葉部の紫色程度が極め

て高く，複欠刻の葉形で地上部の生育も優れる結果

が得られたため「九育観 2」の系統名を付し，2004

～ 2005 年更に検討を重ねたところ，これらの諸特性

が安定して優れる結果が得られたため，2007 年 1 月

に品種登録出願した。 
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第１表 　「九育観１号」の選抜経過

注）2004 年度に「九育観１号」と名称変更した。

第 1図　「九育観 1号」の来歴



高畑ら：「九育観�号」・「九育観�」の育成

�．特性の概要

　以下に「九育観 1号」および「九育観 2」の諸特性

を述べる。表に示す特性は，主に 2001 から 2005 年

までの間に育成地（宮崎県都城市；腐植質黒ボク土）

で実施した系統選抜試験栽培の結果を取りまとめた

ものである。耕種概要は第 3表に示す通りである。

比較品種として九州地域で最大の面積を占め，澱粉

原料用・焼酎用として用いられる「コガネセンガン」，

観賞用として品種登録されている「花らんまん」を

用いた。調査は，かんしょ種苗特性分類調査報告書

（農林水産技術情報協会，1981 年 3 月）に準じて行

われた。

1．萌芽性

　「九育観 1号」の育成地における萌芽の遅速は“中”，

萌芽揃の整否は“やや不整”，萌芽伸長の遅速は“や

や遅”，萌芽の多少は“やや少”であり，萌芽性は

“やや不良”である（第 4表）。

　「九育観 2」の育成地における萌芽の遅速は“中”，

萌芽揃の整否は“やや不整”，萌芽伸長の遅速は“や

や遅”，萌芽の多少は“中”であり，萌芽性は“やや

不良”である（第 4表）。

��

第 2図　「九育観 2」の来歴

第 2表 　「九育観 2」の選抜経過

第 3表  耕種概要 （2001 ～ 2005 年）

　　　 注１ ) 堆肥は，前年 11 月に施用



2．地上部の特性

　「九育観 1号」の育成地における地上部特性を第 5

表に示した。本圃における草型は“匍匐型”，茎長は

“やや短”，節間長および分枝数は“中”である。茎

の太さは“中”，茎および節のアントシアニンの着色

は“多”である。頂葉色は“紫を帯びた淡褐”，葉色

は“濃紫”，葉形は“心臓形”，葉の大きさは“中”，

葉柄長は“やや長”である。葉脈および蜜腺のアン

トシアニンの着色は“多”である。露地開花性は

“無”である。

　「九育観 2」の育成地における地上部特性を第 5表

に示した。本圃における草型は“やや匍匐型”，茎長

は“やや長”，節間長は“中”，分枝数は“やや多”

である。茎の太さは“やや太”，茎および節のアント

シアニンの着色は“多”である。頂葉色は“紫褐を

帯びた淡緑”，葉色は“濃紫”，葉形は“複欠刻”，葉

の大きさは“やや大”，葉柄長は“長”である。葉脈

および蜜腺のアントシアニンの着色は“多”である。

露地開花性は“無”である。

3．地下部の特性

　「九育観 1号」の育成地における地下部の特性を第

6表に示した。しょ梗の長さは“やや短”，強さは

“強”，結しょの位置は“やや浅”で，掘取難易は

“やや易”である。いもの形状は“紡錘形”，形状整

否は“やや不整”，大きさは“中”，大小整否は“や

や不整”である。条溝は“微”，裂開および皮脈は

“無”で，外観は“やや下”である。いもの皮色は“紅”，

肉色は“淡黄白”である。
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第 4表　 萌芽特性 （2003 ～ 2005 年の平均）

第 5表 　地上部の特性 

注）「九育観１号」および「花らんまん」は 2001 ～ 2003 年の結果，「九育観２」および「コガネセン
ガン」は 2002 ～ 2005 年の結果。



高畑ら：「九育観�号」・「九育観�」の育成

　「九育観 2」の育成地における地下部の特性を第 6

表に示した。しょ梗の長さおよび強さは“中”，結しょ

の位置は“中”で，掘取難易は“やや難”である。

いもの形状は“紡錘形”，形状整否は“やや不整”，

大きさは“中”，大小整否は“やや不整”である。条

溝は“微”，裂開および皮脈は“無”で，外観は“や

や下”である。いもの皮色および肉色は“白”であ

る。

4．葉身の色彩に関する特性

　　「九育観 1号」の育成地における葉色の色彩値は，

「コガネセンガン」や「花らんまん」と比べて L* 値

および b* 値が低く，a* 値は高く，紫色の程度が極め

て高かった（第 7表）。紫色素の成分はアントシアニ

ンである。「九育観 1号」の葉身のアントシアニン含

量を示す抽出液の色価は「コガネセンガン」や「花

らんまん」より極めて高く，「アヤムラサキ」塊根の

それと比較しても約 75％となった。葉身のアントシ

アニン色素組成は，「アヤムラサキ」塊根中のそれと

は異なり，シアニジン骨格であるYGM1a，1b および

ペオニジン骨格である 5a を比較的多く含んでいた

（第 7表）。

　育成地における「九育観 2」の葉色の色彩値は，

「九育観 1号」とほぼ同等であり，紫色の程度は極

めて高かった（第 8表）。葉身抽出液の色価は，「九

育観 1号」のそれには及ばないものの，母親系統で

ある 99US-OR の約 1.6 倍であった。葉身のアントシ

アニン色素組成については，構成主要成分は「九育

観 1号」のそれと同じであるが，シアニジン骨格で

あるYGM1a，1b は「九育観 1号」より少なく，ペオ

ニジン骨格であるYGM4，5a は「九育観 1号」より

多く含まれる傾向があった（第 8表）。

5．パネル評価試験結果

　「九育観 1号」および「九育観 2」のパネル評価試

験結果をそれぞれ第 9表，第 10 表に示した。評価手

法についてはそれぞれの品種において異なるものの，

両品種とも観賞用の植物として良好と判断できる結

果が得られた。「九育観 1号」は，葉が黄緑系の「テ

ラス・ライム」に比べやや低めの評価であったが，

いずれの項目においても商品として良好と判断でき

た（第 9表）。また，「九育観 2」についても，観賞用

植物としての嗜好性や栽培性に関するいずれの項目

においても商品として良好な評価を得た（第 10 表）。

 �．考　　察

　これらの新品種の最大の特徴は茎葉部全体が濃い

紫色を呈することである（第 5，7，8表）。観賞用の

草花類が春季の販売を中心とする品目が多い中，販

��

第 6表 　地下部の特性

注）「九育観１号」および「花らんまん」は 2001 ～ 2003 年の結果，「九育観 2」および「コガネセン
ガン」は 2002 ～ 2005 年の結果。



売時季が初夏から夏場であり，しかもユニークな葉

色を持つ「九育観 1号」および「九育観 2」は商材と

して市場価値が高い。また，両品種とも生育が良い

ために育て易く，既存の黄葉系品種と並列展示する

ことにより夏場に楽しめるこれらの品種の利用価値

は大きいと考えられる（写真 3）。

　その他の特徴としては，「九育観 1号」が美しい心

臓形の葉形（写真 1および 2）を，「九育観 2」は特

徴的な「もみじ葉」の葉形（写真 4および 5）を持ち，

花壇や庭先への栽培はもちろん，大型のプランター

等への草花類との寄せ植え素材としても活用できる。

　「九育観 1号」・「九育観 2」ともに，葉身のアント

シアニン色素組成は，シアニジン骨格であるYGM1a，

1b およびペオニジン骨格であるYGM4，5a を比較的

多く含んでいた（第 7，8表）。Yoshinaga ら 18）は，

カンショ系統「KOP97286-5」が頂葉だけでなく成葉，

葉柄および茎にもアントシアニン色素を蓄積する遺

伝資源であることを指摘するとともにその頂葉にお

けるアントシアニン組成を報告している。それによ

ると，KOP97286-5 は YGM1，4 および 5が主要成分

であるとされている。当時のHPLC 分析系では 1a と

1b および 5a と 5b の分離が不可能であったことも考

慮すると，今回得られた結果はこのYoshinaga らによ

る知見とほぼ一致しているものと思われる。また，

Islam ら 4）も，3品種・系統の葉身中のアントシアニ

ン色素を調査したところYGM1a，1b，4，5a がいず

れの品種にも比較的多く含まれる主要なアントシア

ニンであることを明らかにしており，本実験での結

果と同一の傾向を報告している。

　カンショのアントシアニン色素に関して品種間差

や栽培条件による変動を調査した事例は，ほとんど

が塊根中のアントシアニンを対象にしてお

り 5-9，12，13，15，16），塊根におけるアントシアニン含量は低

地温で高まること 5）などが既に明らかにされている。
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第７表 　「九育観１号」の葉身の色彩およびアントシアニン色素に関する試験成績（2003 年）

 注） 5 月 19 日植え付け，7月 25 日に試料採取・調査。主茎展開葉より 7-10 節目付近の葉身を 1株あたり 1枚供試した。
　　　色彩値：色彩色差計（ミノルタ社製CR-221）を用いて測定。5株調査の平均値。

L* 値：明るさを示す。数値が高いほど明。
a* 値：赤－緑の軸の色彩を示す。数値が高いほど赤が強。
b* 値：黄－青の軸の色彩を示す。数値が高いほど黄が強。

抽出液色価：文献 17，18）に準じた方法にて実施。葉身 1g（生重）を 20mL の 15％酢酸で一晩抽出し，緩衝液で
4倍希釈，pH3 に調整後，分光光度計で 530nm を測定し，希釈倍率を乗じて算出。5株調査の平均値。
（参考：アヤムラサキ塊根の色価は 9.34；2001 ～ 2002 年平均値）

色素組成：上記抽出液をHPLC 法 4，11，15）により分析。全ピーク面積に占める割合を％で示す。5株調査の平均値。
　　　　YGM1a，1b，2，3 はシアニジン骨格のアントシアニン，YGM4，5a，5b，6 はペオニジン骨格のアン

トシアニンである。詳細は文献 2，10，12）を参照。
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写真 1　「九育観 1号」の地上部

写真 2　「九育観 1号」のポット栽培

写真 3　「九育観 1号」と黄葉品種との寄せ植え



塊根におけるアントシアニン色素の組成については，

栽培条件により若干変動することが報告されてい

る 6）ものの，その品種間差異は明確であり安定した遺

伝的形質であることが多くの報告 7-9，12，15，16）の結果に

より支持されている。一方，カンショ茎葉部に含ま

れるアントシアニンの含量・組成については，

Yoshinaga ら 18）が頂葉部および茎部のアントシアニ

ン組成を 13 品種・系統について調査した例および

Islam ら 4）が 3 品種・系統の葉身について調査した例

があるが，年次間や栽培条件による変動などについ

ての検討はなされていない。本試験においては，「九

育観 1号」では年次間および異なる栽培条件（圃場

－温室）間において色素組成比の有意差は認められ

ず，「九育観 2」でも異なる栽培条件間において

YGM1b 以外には有意差は認められなかった（年次間

はデータ略，栽培条件間は第 8表）。この結果は，地

上部のアントシアニン組成も安定した形質であるこ

とを示唆している。一方，両品種の差を圃場栽培で

の数値で比較すると，「九育観 1号」ではYGM1a，

1b が，「九育観 2」ではYGM4が有意に高含量含ま

れていた（第 8表）。今回の一連の結果は，葉身のア

ントシアニン色素組成から見た場合に少なくとも 2

つの異なるタイプの系統の作出が可能であることを

示している。即ち，YGM1a，1b のシアニジン骨格を

持つアントシアニン色素を多く含むタイプ（「九育観

1号」のタイプ）とYGM4，5a のペオニジン骨格を

九州沖縄農業研究センター報告　第��号（����）��

写真 4　「九育観 2」の地上部

写真 5　「九育観 2」のポット栽培
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第 8表 　「九育観１号」，「九育観２」の葉身の色彩およびアントシアニン色素に関する試験成績（2005 年）

注）圃場サンプルは，5月 19 日植え付け，8月 10 日に試料採取・調査。温室サンプルは 6月 8日植え付け，9月 1日に試
料採取・調査。主茎展開葉より 7－ 10 節目付近の葉身を 1株あたり 3枚供試した。温室での栽培は，6号鉢に市販の園
芸用培養土を詰め挿苗した。1～ 2日に 1度適宜灌水を行い，支柱仕立てとしつるを適宜誘引した。温室条件について
は，湿度は 70％RH一定，日長は自然日長，気温は 8:30 ～ 18:00 を 27℃，18:00 ～ 8:30 を 23℃とした。
　色彩値，抽出液色価および色素組成：圃場は 3株，温室は 2株調査の平均値。他は第 7表と同じ。
　「九育観 1号」，「九育観 2」のそれぞれにおいて，圃場と温室の数値の間の有意差は，圃場－温室間での有意差を表し，
** は 1％水準で，*は 5％水準で有意，ns は有意差無しを示す。また，「九育観 1号」のそれぞれの数値右横に，同一条
件で栽培した「九育観 2」との有意差を，**：1％水準で有意，*：5％水準で有意，無印：有意差無し，として示した。
検定法は t 検定を用いた。

第 9表　「九育観１号」のパネル評価試験における調査成績 （2002 年）

注）サントリーフラワーズ株式会社にて実施。17 名の社内パネラーによる試作結果。社内パネラーの経験年数は最短
3年～最長 20 年，平均経験年数は 9.6 年である。評価は，1；悪い，2；やや悪い，3；普通，4；やや良い，5；良い、
の 5段階で行った。3．0以上なら商品として良好であると判断される。



持つアントシアニン色素を多く含むタイプ（「九育観

2」のタイプ）の育成がそれぞれ可能であることを意

味しており，成分組成の特徴がより重視される食用・

加工用など観賞用以外の今後の茎葉利用品種育成を

進めるにあたって有用な情報が得られたと考えられ

る。

　さらに，両品種の葉身抽出液の色価が 5.30 ～ 8.67

の極めて高い数値を示したことも興味深い。この色

価そのものは，「アヤムラサキ」塊根抽出液と比較し

て 56％～ 93％程度であるが，葉身の乾物率は概ね

15％前後であるため，乾物ベースでみた場合は「ア

ヤムラサキ」と同等以上の色素量を持つ加工素材が

得られることになる。カンショ葉身には有用成分で

あるカフェオイルキナ酸やルテインが豊富に含まれ

ることが既に明らかにされており 3，14），さらにアント

シアニンを含んだ高付加価値茎葉利用型品種を作出

するうえで，本試験の結果は参考になるものと思わ

れる。

　これらの新しい形質を持ったカンショ品種は，そ

のユニークな特徴を活かして屋上緑化目的での栽培

試験も試みられる 1）などこれまでのカンショとは異

なる用途も期待されている。さらには，機能性を高

めた茎葉利用品種開発の交配母本としても既に取り

入れられており，様々な用途への利用を視野に入れ

た新素材開発の母材としても活用することができる。
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第 10 表　「九育観２」のパネル評価試験における調査成績 （2005 年）

注）サントリーフラワーズ株式会社にて実施。サントリー（株）従業員に対するモニター調査の結果。37 名のパネラーに 
5 月～ 9月の栽培期間で試作してもらい，1；悪い，2；やや悪い，3；普通，4；やや良い，5；良い、の 5段階で評価した。
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付表 1　「九育観 1号」の育成従事者氏名



高畑ら：「九育観�号」・「九育観�」の育成 ��

付表 2　「九育観 2」の育成従事者氏名
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